





































気霊[VECf /min.)J 、一.~~呼吸量lTV(f)]、呼吸数[fC/mm)J、吸気開始0.1;秒後の口腔内圧 (Po1;cmHzO)、
一回吸気時間('1'1)などの換気諸量を測定し比較検討した。高ー炭酸ガス換気応答の解析はP貯C02(呼気終末









musclc incoordinationのために動揺性を示すc このmuscleincoordinationを伴うmusclc tcnsionの充
進ないしは骨格筋の異常緊張が胸郭のコンプライアンスの低下の原閃と考えられるo本研究ではCP群は高
炭般ガス負荷において中枢からのドライブは大きく、骨格筋の異常緊張のため胸郭のコンプライアンスが
低ドし同ーの吸気ドライブに刈してVEが低柄になることをぷしている。胸郭のコンブライアンスの低下が
運動時の換気制限の原因である可能性が示唆され、胸事1)のコンブライアンスを改善されれば脳性麻陣者の
運動時の換気効半が改善し円常生活動作の改善に寄与すると推測される。よって、木研究者は、博士(医
学)の学位を授勺-されるに値するものと認められた。
